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実施結果： 

この度は Tadamitsu Kishimoto International Travel Award に選出して頂き誠に有難うございました。 

私は当支援の下、2017 年５月２１日より２４日までの間、アメリカ合衆国ワシントン D.C.にて開催された ATS 

International Conference に参加させて頂きました。本学会では腫瘍、感染症、間質性肺炎、閉塞性肺疾患と

いった呼吸器系疾患全般に関して基礎研究から治療に至るまで幅広いテーマに関して議論がかわされてい

ました。また、開催地が NIH のお膝元ということもあってかモーニングセッションでは行政、疫学などを含む医

療問題に関する話も聞くこともできました。特に、結核、HIVなどの感染症に関して日本と疫学背景が大きく異

なる世界全体においてどのようなことが具体的に問題になり、どのような対応が考えられているのかを直に聞く

ことができ、今後の研究テーマを考える上で知見を拡げることができたと感じています。 

私は肺炎球菌感染における C型レクチン受容体の寄与に関してポスターディスカッションセッションで発表さ

せて頂きました。2時間程のポスタープレゼンテーションでは海外の研究者とじっくり意見交換することがで

き、自分では考えつかなかったアイデアを頂きました。また、その後に座長主導のディスカッションセッションが

あり、ネイティブスピーカーの英語を聞きとるのに苦労しましたが、そこも含めて非常に良い経験が出来たと感

じています。 

同世代の海外の研究者、共同研究者とのディスカッションや、海外で長期間研究されている先輩と偶然再開

し話をする時間も持つことができ、大変刺激になるとともに自分の将来に考える良い機会にもなりました。 

最後に、このような素晴らしい機会を与えて下さった岸本忠三先生および選考委員の先生方、また私を推薦

して下さった山崎晶先生に厚く御礼申し上げます。 


